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図 4 ダイダラボッチの足跡とされる場所（埼玉県川越市笠幡地区、筆者撮影） 
 
図 5 サンアイ・イソバの略歴の碑（沖縄県与那国町ティンダバナタ、筆者撮影） 


























































































のはグーグルマップを利用した（2019年 5月 5日閲覧）。 
２）例えば幼児期の教材や絵本等の中には動物がキャラクター化されたものが多く出て 
くる。それらの中で、しかし熊はやはり人間にとっては依然として危険な野生動物 
であるし、象などはアジアやアフリカなどの地域、つまり海外に生息する日本には 
本来存在しない動物であって、これらを愛すべきキャラクター扱いしている幼児期 
の書籍等では、おそらく正確な自然認識を獲得するのには適切ではないかもしれな 
いが、それでも生物多様性の考え方の萌芽を身に付ける、という観点から現状で選 
択され利用されているものである。 
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